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1 はじめに 
今回、自然保護寄附講座の支援により、世界自然保護連合 International Union for 
Conservation of Nature (以下 IUCN)の世界遺産プログラムで半年間のインターンシップ
を行ってきた。IUCN の本部はスイスジュネーブ近郊の町グランにあり、本部で働く 200～
300 人のうち、世界遺産プログラムには 6 名の職員が所属している（図 1、2）。筆者が担当
した主な業務は、世界遺産委員会の準備と世界自然保護会議の準備の 2 つに分かれる。本
稿では、それぞれについて業務内容と感想を簡単に述べていく。  
2 第 40 回世界遺産委員会の準備 














図 2. 世界遺産プログラムのオフィス  図 1. IUCN 本部エントランス  
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 3 世界自然保護会議の準備 




 担当した主な業務は、世界遺産プログラムチーム主催の World Heritage Journey と









ラム開催中は、これら二つの Journey のイベントも多く開催される Protected Planet 













図 5. Protected Planet Pavilion 図 6. 世界遺産プログラムチーム  
図 3.世界自然保護会議  会場  図 4. 缶バッジのデザイン画  
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